
ニューノーマルな教育として、対面と遠隔を組み合わせたハイブリッド型授業が模索され、普及しつつあります。

全て対面で授業しなくても、遠隔・オンライン授業を効果的に導入することで、学修効果の向上が見られるようにな

り、学修者一人ひとりの能力の伸長が期待できるようになってきました。

学修者本位の教育の実現と学びの質向上に向けて教育のDXが後戻りすることのないよう、授業改善の研究が進め

られていますが、他方、学びの質保証の観点から、遠隔・オンライン授業による学修評価の方法と測定の方法につい

て、教員一人ひとりが授業形態に応じて評価の客観性を限りなく確保する中で、適切な学修評価を行えることが望ま

れます。

そのような観点から、オンライン授業の学修評価とその試験方法の在り方について考える場としました。

１．はじめに〜問題の所在〜

コロナ禍も３年目に入り、オンライン授業に関

する試行錯誤から、私たち大学人は多くの学びや

気づき、実践上のスキルを得ることとなりました。

オンライン授業のために、相当の時間をかけて教

材制作や動画制作などの準備を行い、オンライン

会議ツールや大学独自のLMS、汎用的なICTツー

ルなどを駆使しながら、授業に臨んできました。

各大学では、オンライン授業に関する各種調査や

教学データの分析も行われ、そのメリットやデメ

リットなどが議論されてきました。オンライン授

業の利点を集約すると、「時間的・物理的制約を

超えて受講でき、自分のペースで学習できる」と

ころにあります。

一方、自分のペースで学習するためには、対面

時以上に学びに対するモチベーションの喚起・維

持が必要になります。若い学習者にとって、誘惑

の多い自由度の高い環境で、独力で自主的に学び

に向かい続けることは容易ではありません。教員

も学生の理解度が把握しづらくなるため、あの手

この手で学生の学習状況を把握し、学習成果を高

めようとします。その方策の１つとして、対面時

以上に多くの課題を課すこととなります。その結

果、「学生が勉強するようになった」という声も

聞きますが、ベネッセ教育総合研究所が2021年

12月に行った「第４回大学生の学習・生活実態

調査」によると、学生の授業外学習時間はコロナ
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オンライン授業の学修評価と試験方法

禍以前と比べてほとんど増えていないという結果

も出ています。

このたびのコロナ禍の経験、とりわけオンライ

ン授業の意義や可能性をどう捉え、これからの大

学教育にいかすことができるでしょうか。様々な

観点がありますが、「授業をどう提供するか」と

いった点については、リアルタイムやオンデマン

ドなど提供方式によって使用ツールの違いはあり

ますが、使っていれば慣れていきます。自分のや

りやすいスタイルも見えてきます。対面と比べて、

できることとできないこと、やりやすいこととや

りにくいことの違いはありますが、授業（主に知

識）を提供すること自体にそう大きな変化はない

ように感じます（当然、実験・実習・実技などは

大きく異なります）。

他方、大学人を最も悩ませたのが学習評価だと

言えます。授業の締め括りとして、教員は学生の

学習活動・成果について評価を行い、成績をつけ

る（単位を付与する）という営みを行います。多

くの場合、知識の多寡を問うための客観テストや、

知識理解の深さを見るための論述テストといった

方法を採用し、教員による監督の下、教室内で一

斉に実施し、その結果をもとに評価を行います。

コロナ禍でこれができなくなったのです。実施自

体は可能ですが、学生の状況が見えないため、不

正行為を検出することが困難になりました。オン

ライン試験において不正行為を行うことを防ぐた

オンライン授業による学修評価をどう考え、実践するか
〜振り返りとフィードバックを中心とした実践事例の紹介〜

関西大学
教育推進部教授 山田　剛史
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奪いかねない（教員による評価が学生の学びを大

きく左右する）という点を押さえておくことが重

要だと考えます。

３．学びの質を高めるフィードバック

上記の前提に立つと、重要な問いは「いかに学

習者が主体的に学びの過程に関与するか」であり、

その実現のためにはどのような学習評価が効果的

なのか、そして、この営みをオンライン授業にお

いてどう実践するのか（できうるのか）について

検討することが求められます。

ここで少しデータを見てみたいと思います。筆

者の所属する関西大学（以降、本学）ではコロナ

禍に入って以降、半期に一度全学学生調査を実施

してきました。これまで計４回実施し、その結果

については本学教学IRプロジェクトのHPに掲載

しています。毎回の調査では、その時期に最も必

要と思われる項目を吟味・精選し、授業の実施方

針等に繋げてきました。本学では、2020年春学

期は遠隔授業、秋学期は対面授業、2021年春学

期は対面授業を原則としつつ、実際には緊急事態

宣言などもあり、遠隔授業と対面授業を行ったり

来たりしながら授業が実施されました。このよう

な中、遠隔授業と対面授業双方を経験してきた学

生を対象に、学習意欲や学習効果を高める方法は

何かという質問に対して得られた結果が図１の通

りです。いわゆるアクティブラーニングに相当す

る取組みの中でも、特に高い値を示したのが「質

問に対する教員からのフィードバック」（78.1％）

と「ふりかえりや課題に対する教員からのフィー

ドバック」（77.2％）の２項目でした。先の学習

評価の定義においても、フィードバックは含まれ

めのツールやルール、操作上の工夫なども様々出

てきていますが、本稿ではそうしたアプローチと

は異なる視点から、オンライン授業による学習評

価の可能性について探究していきたいと思います[1]。

２．前提となる学習評価の考え方

まずは、前提となる学習評価の考え方について

共有しておきたいと思います。学習評価とは、

「学習実態を把握し、適切なフィードバックを行

い、学習活動の成果を学習目標に照らして判断す

る営み」を指します[2]。ここには、実態把握、フ

ィードバック、判断という３つの機能が内包され

ています。そして、学習評価には、診断的評価

（授業開始前・開始時に行う評価）、形成的評価

（授業の途中段階で行う評価）、総括的評価（授業

終了時・終了後に行う評価）の３つのタイミング

で行う評価が含まれます。学習評価とは、上記３

つの機能と３つのタイミングとを組み合わせなが

ら、学生が授業の最初から最後まで離脱すること

なく、主体的に学びの過程に関与（エンゲージメ

ント）し、期待される学習成果を獲得することを

実現するために行うものです。授業の最後に試験

やレポートで成績をつけるという営みは、一部の

「実態把握」に基づき「判断する」（「総括的評価」）

という組み合わせになります。これ自体はもちろ

ん重要なのですが、学習評価本来の目的からすれ

ば、一側面でしかありません。私たち大学人が重

視すべきは、学生の関心を「単位が取れたか否か」

（結果）から「主体的に学びに関与できたか否か」

（過程）へと向けられるか否かだと考えます。当

然、この過程は結果にも繋がります。結果のみを

重視する評価のあり方は、学生の主体的な学びを
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学びへと移行します。複数の科目で同様のことが

重なると、学ぶこと自体への意欲が低下していき

ます。学生たちはこのことを日々経験していて、

その結果が図１や図２のフィードバックの重要性

に現れているのだと推察されます。

４．振り返りに対するフィードバック

Q&A

ここまで読んでいただく中で、様々な疑問や考

えが湧いてきていると思います。例えば、「Q1.フ

ィードバックが大事ということは分かったけど、

どうすればいいのか」、「Q2.大規模科目（例えば

150名以上）でそんなことができるのか」、「Q3.

たとえできたとしても、負担が大きすぎる（多く

の科目を担当しており、そこまでできない）」と

いったことが挙げられます。これまで、学習評価

に関する講演・研修を多く経験してきましたが、

多くの教員からこのような声を聞いてきました。

まずこの疑問に対して簡潔に答えたいと思います。

Q1. フィードバックが大事ということは分かっ
たけど、どうすればいいのか
正解のある課題であれば、次週冒頭に解答・解

説をする、LMS上で予めセットしておいて学生が

解答後に自分で確認するといった方法がありま

す。

ミニッツペーパー等の場合、最も効果が高いの

は個別に書き込んでのフィードバックかと思いま

すが、負荷も高く現実的ではありません。いくつ

かのコメントを拾って、次週冒頭に紹介する。そ

の際、何故このコメントを取り上げたのか（内容

面・書き方等）、コメントから何を考えて欲しい

のかを伝えると効果的です。授業内容を補完した

ていましたが、改めて学生にとって教員からのフ

ィードバックの多寡が学びの質を高める上で重要

だということが示されました。

2021年春学期の調査（前ページ図１）では、

遠隔か対面かの別による検討は行っていませんで

したが、2021年秋学期の調査では少し踏み込ん

だ検討を行いました。この調査では、遠隔授業と

対面授業それぞれの履修科目数を聞いており、両

者から対面割合を抽出しました。その対面割合と

フィードバックの経験頻度が学生の学びの充実度

にどのような影響を及ぼすのかを検討したのが図

２になります[3]。

結果を見ると、対面割合が高いほど学びの充実

度は高いという点に加えて、遠隔・対面の形態に

関わらず、フィードバックの経験（の多さ）が学

びの充実度（の高さ）につながるということが示

されました。どのような授業形態を取るにせよ、

学生から寄せられた質問や学生から提出されたア

ウトプット（課題や振り返り等）に対してフィー

ドバックを行うことが、学生の学びの質の向上に

とって重要であるということを示唆しています。

先に、コロナ禍に入り、課題を出す教員が多くな

ったと書きましたが、学生が提出してきた課題等

に対してどの程度、どのようにフィードバックを

行ってきているでしょうか。学生は自分が行った

学びの成果（ミニテストやミニッツペーパー、小

論文、プレゼンテーションなど）に対して、それ

がどうだったのか、合っていたのか間違っていた

のか、きちんと書けていたか、そもそもどう書け

ばいいのか、他の学生はどうだったのかなどの不

安を抱えています。その不安が解消されないと、

課題に取り組む意欲が低下し（学習性無力感が生

じ）、とりあえず何か書いて出すという消極的な
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り視野を広げたり、授業で扱うトピックに絡めた

りしていくと良質なフィードバックとなります。

LMSの掲示板機能等を使うことで効率的に行うこ

とも可能です。

Q2. 大規模科目（例えば150名以上）でそんな
ことができるのか
可能です。ただし、それだけ多いと一人ひとり

の内容を精読していてはきりがありません。ざっ

と見て、目についたものを拾うのでも十分だと思

いますし、それもなかなか大変ということであれ

ば、質問欄を設けておき、次週冒頭でその中のい

くつかにリプライするというのでも良いかと思い

ます。いずれにせよ、学生に「先生は見てくれて

いないんじゃないか」と思わせないことが大事で

す。ICTを活用することで振り返りを効果的に実

施し（印刷・配布・回収なし）、効率的に情報を

集約し（ソート等）、簡便に活用する（コピペ等）

ことができます。

Q3. たとえできたとしても、負担が大きすぎる
（多くの科目を担当しており、そこまでできない）
負担という意味では、やらないのが一番楽なわ

けですが、学生の学びの質向上のためには、どう

すれば負担を軽減しつつ持続的に実施できるか、

を考えていくことが肝要です。１つは、そもそも

全ての科目で、毎回課すことはしないという考え

方です。課すだけであればいくらでもできますが、

フィードバックまで組み込むことを前提として、

学生に課す頻度やボリュームをコントロールする

ということが大切です。いま１つは、ICTを活用

するということです。活用した方がいいというよ

り、活用しないといけないくらいだと思っています。

最後に、共通して言えることは、評価を厳密に

しようとしすぎないこと、完璧にしようとしすぎ

ないこと、絶対視しないことだと考えます。評価

が自己目的化し、学生の学習活動・内容が軽視さ

れては元も子もありません。常に問い続けるべき

は、「学習者が主体的に学びの過程に関与できて

いるか」であって、評価はそのための潤滑油であ

るということです。

５．振り返りとフィードバックに関する

実践例

ここからは筆者の実践例、特に、毎回の授業後

の振り返りとそれに対するフィードバックを中心

に取り上げたいと思います。ここで紹介する取組

みは、遠隔・対面に関わらず、基本どの授業でも

実践していますが、遠隔・対面が混在していた

2021年度（春学期・秋学期）の授業を例に取り

上げます。

（１）振り返りの方法

授業の振り返りを入力するためのフォームを予

め用意し（筆者は「REAS」というフリーのツー

ルを使っています）、授業の配布資料にURLとQR

コードを掲載しておきます。学生は授業終了後か

ら３日後の23時59分までにアクセスして、振り

返りを入力します。振り返りは、授業の「感想」

と「質問」が基本です。2022年度からは、この

２つに加えて、興味を持てたか、主体的に参加し

たか、深く考えられたかに関する質問（いずれも

４件法）と、振り返りに要した時間についても聞

いています。回答期限後、データをダウンロード

tinPo

inPo tin

3

inPo tin

�図３　フィードバックシート（“TsuyoTube”）の構成とポイント
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６．振り返りとフィードバックの実践効果

フィードバックに30分も使うのか、と思われ

る先生も少なくないかもしれませんが、大事なこ

とは学生の学びの質が向上することです。筆者の

場合、基本どのような授業でも、学校から社会へ

の移行（トランジション）という文脈の中で、学

びと経験の往還・接続や、主体的な学びと自己形

成の深化を促し、思考力や表現力といった力を涵

養することを重視しています。そのため、授業全

体において、この振り返りは重要な営みとして位

置づけています。

（１）振り返りの文字数の推移

実際にこの振り返りとフィードバックの効果の

一部について見ていきます。ここでは2021年度

に開講された種類の異なる２つの科目を取り上げ

ます。１つは３年生以上対象の教職科目（春学期）、

もう１つは１年生対象の共通教養科目（少人数

PBL）（秋学期）です。前者は第３回〜第10回が

オンライン、後者は第１回〜第３回がオンライン

で実施となりました。前者は雰囲気ができる前に

オンラインに入り、授業の半分以上がオンライン

となりました。後者は初年次生にとって特に重要

な初回から３回目までがオンラインとなりまし

た。こうした状況下で、上述した振り返りとフィ

ードバックを実施してきましたが、オンライン授

業下であっても総文字数や一人あたりの文字数は

増加あるいはそれなりの水準で推移する結果とな

りました（図４）。量的な文字数の増加と内容の

質の高さは関連しており、学生はオンライン下で

あっても、モチベーションを下げることなく、学

びに向かっていたことがうかがえます。
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し、学籍番号順にソートし、学生名簿（Excelシ

ート）にマージします。

（２）フィードバックシートの作成

データセットが整ったら、全体に目を通して、

フィードバックシート（“TsuyoTube”と命名）

を作成します。構成は、特に共有するに値すると

思われる感想（ベスト・コメント）を３つ、面白

い視点だと思われる感想（グッド・コメント）を

いくつか、質問の３点です。それぞれに対して簡

単なリプライを付けますが、紙面に限りがあるこ

と、次回授業時に口頭でフィードバックすること

から、シンプルにしています。これらを含めて

A4で２ページに収めるようにしています（前ペ

ージ図３）。データの取り込みから内容の読み込

み、シートの作成、LMSへのアップロードまで、

１回の授業に対して90分〜120分以内に収まるよ

うに意識しています。

（３）次回授業時にフィードバック

当該資料は次回授業冒頭でフィードバックしま

す。コメントを紹介しながら、興味深かったとこ

ろやその理由など内容に関するリプライに加え、

良い書き方や思考の深め方・広げ方、他の知識や

経験との関連づけ方など書き方・深め方に関する

リプライも行います。また、学生のコメントを受

けてみんながどう考えるか問いかけを行ったり、

ディスカッションをしてもらったり、簡単なアン

ケートを取ってみたりと、対話的な学びとしても

活用します。授業の復習や補足説明、今回の授業

への導入といった要素があるものの、全体の時間

の関係上、できる限り30分以内に収まるように

意識しています。

図４　授業後の振り返りに関する文字数の推移



（２）TsuyoTubeの効果

次に、フィードバックツールTsuyoTubeについ

て、学生からのコメントを取り上げます。特段、

TsuyoTubeについて書いてもらうよう指示をして

いたわけではないこともあり、通常の振り返りの

中で学生が書いてくれたコメントの抜粋となります。

・授業の最初にみんながこの感想をどれだけ書

いているかを聞いてとても驚きました。私は

正直感想を書いたところでフィードバックさ

れないし、読まれてるのかも分からないと思

い、他の授業でもそんなに長く書いたことは

ありませんでした。でも、この授業ではフィ

ードバックに約30分もの時間を使ってくれ

るのでたくさん感想を書きたいと思えます。

他の人の感想に刺激されたり、授業内容も考

えさせられることが多いため、どんどん書き

たいことが出てきます。他の授業では、書い

て終わりということもありますが、この授業

を通して、感想を書くことで、授業内容を思

い出し、その時自分が考えたことや思ったこ

とを文字にすることで復習にも繋がり、授業

を受けて終わりになってしまうことも減ると

分かりました。なので、これからはどの授業

でも感想にしっかり時間を使い、自らその授

業を有意義なものにしていきたいです。（社

会学部１年生）

・本当に毎回のtsuyotubeの時間は自分にとて

も有意義なものとなっています。色んな人の

意見を見聞きして考えさせられるからです。

私が今回見習いたいなと思ったのは１番初め

に読まれていた人の文章の書き方やものの考

え方です。今まで私は授業の感想などを書く

ときに先生や友達の言ったことに対して、

「〇〇する必要があると感じました」「〇〇し

ないといけないと思いました」などこれだけ

で終わり。ではどうやってそれを実行できる

のか、なんでしないといけないのか、このよ

うな原因などを掘り下げずに感想を書いてし

まっていました。あるひとつの物事に対して

深く原因を考え解決策を見出す、この少しの

ことを積み重ねることによって色々な視点か

ら物事を考えられるようになるのではないか

と思います。（法学部１年生）

・tsuyotubeでは、学生皆が「学生生活をデザ

インする」の講義に意欲的に取り組めていて

すごく良いなと思いました。文章量もさるこ
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とながら、内容や主旨がしっかりと定まって

いて深さを感じました。講義の価値を学生の

力で高めていけた一例となるのではないでし

ょうか。もちろん学生の努力だけでなく、先

生が講義中に学生をつなげてくれるメディエ

ーターとして追い風を吹かせてくださってい

たからでもあります。学生が学びに対してよ

り意欲的に、また教員の方々が精力的にかつ

有意義な講義をつくる方法の一つではないか

と思います。（商学部１年生）

以上は一例ですが、他にも「匿名かつその問題

について皆で意見を出し合えるtsuyotubeは一つ

のコミュニケーションツールとして素晴らしいも

のだなと感じました」、「授業の感想や質問のフィ

ードバックの時間は、復習ができて、コミュニケ

ーションもとれるためやはりどの授業でも行うべ

きだと思います」など多数のコメントが寄せられ

ており、学生の学びと成長に寄与していることが

窺えます。

また、TsuyoTubeで取り上げたコメントに対し

てさらに他の学生からコメントが来て、それをま

た授業で紹介してといった形で展開することもし

ばしばあります。このツールを介して間接的に学

生同士が繋がり、お互いの学びと成長を促し合っ

ていますし、それが遠隔であれ対面であれ授業の

中でのディスカッションやグループワークなどの

場面でも直接的に影響を及ぼし合っています。

蛇足ですが、フィードバックはオンライン（リ

アルタイム配信型）でラジオのDJ風にやっていた

時の方が、対面時よりも聞きやすかったという感

想も多数あって、これは新しい発見でした。

最後に、授業形態に関わらず、学生の学びと成

長を成功に導くための学習評価の１つとして、振

り返りとフィードバックの重要性を痛感しました。
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